
に造成された住宅地のみの課題ではありません。私が所属する政和クラブ

対策も行って参ります。私は、この取り組みに大きな期待をしております！議員各々に様々な考えがありますが、

大竹大輔を育てる会

〒509-0131

岐阜県各務原市つつじが丘4-33
TEL・ＦＡＸ：058-384-8608

Email：info@otakedaisuke.com
※この会報はホームページでも掲載しております！

平素は大竹大輔の活動にご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、平成29年度の事業第2弾！平成29年度第2回研修会を企画させて頂きました。今回は、東白川村まで行きます！

皆さまのご参加をお待ちしております。是非ご参加下さい！

開 催 日：平成29年8月7日(月)、8日(火)

研修場所：東白川村

こもれびの里・つちのこ館など

参 加 費：3,000円（税込） カレーバイキング食べ放題！

※2日間同スケジュールです。移動手段はマイクロバス(冷房完備)です。

その他の近日予定

9月 1日 第3回定例会開会日

9月13日 質疑・一般質問

9月14日 一般質問

9月19日 民生消防常任委員会

9月20日 経済教育常任委員会

9月21日 建設水道常任委員会

9月22日 総務常任委員会

9月27日 閉会日

11月12日 秋の親睦日帰り旅行
※議会は全て傍聴可能です。ご多用とは存

じますが傍聴にお越し頂けますと幸いです！

皆さま、こんにちは！今回もかえで通信を読んで頂き有難うございました。さて、もうすぐ夏ですね！（もう既に夏か

な？）おがせ池や木曽川の花火、各地域で行われる盆踊りや夏祭りなど、夏もお楽しみがたくさんです。昨今では、少子

高齢化に伴い、地域のお祭りなどが少なくなって参りました。地域コミュニティの要となる、お祭りなどをいつまでも大切に

したいですね！みんなでも地域の伝統を守って参りましょう!(^^)!
さかい

名

物件は、市場に流通していない市のオリジナル物件として、積極的にPRしていくとともに、「各務原でのちょっ

といい暮らし」のライフスタイルの提案をしていく。２つ目は、当窓口において、市内の不動産事業者と連携し

た官民協働の取り組みとして、移住定住のための住まい探しをサポートしていく。土・日・祝日については、不

動産事業者に常駐していただき、「住まい情報」の提供を行うとともに、窓口で紹介できる不動産情報を増やし

ていくため、「空き家相談」についても同時に行っていく。空き家の利活用を推進するためには、民間活力を導

入した官民協働の取り組みが必要である。今後は「DIY型賃貸」のみではなく、「売買」や「その他賃貸」の物件

に関しても、官民協働で取り組むことができるような持続可能な仕組みづくりについて着手していく。また、空

き家の利活用を進めるためには、物件の案内のみならず、周辺の生活環境や仕事面での相談など、さまざまな相

談ニーズに総合的に応じることがてきる体制づくりが必要となる。

当窓口において、総合的な移住定住相談体制を構築することで、各務原市の10年後、20年後の姿をしっかり見

据え、その先へつなげていけるよう取り組んでいく。

議会・一般質問を終えて

今期定例会も多くの皆さまに傍聴にお越し頂き、心より感謝申し上げます。一般質問や委員会において、議論を深め、

議員や市の職員のみならず、聞いている市民の皆さまにも論点を分かりやすくする取組みはとても大切です。その為

に、各務原市議会では、再質問をする場合に再質問をする意思表示を明確にする、答弁のどの部分を再質問したいの

か適格に伝える、また誹謗中傷的な発言をしないなど、様々な申し合わせを行っております。このようなことを一つ

一つ真摯に守っていくことが議会改革であり、「開かれた議会」に繋がります。当たり前のことですが、議員である

前に一人の人として、約束を守ることがとても大切です。市民の負託に答えるためにも議員間で強く訴えていきたい

と思います。

夏！夏！イベント盛りだくさん(^^♪

お問合せ： 伏見 ＴＥＬ090-3951-9270
※詳細はホームページ・チラシをご参照又は、伏見までお問合せ

下さい。

ご意

。また、「自分の家族と暮らしていた愛着ある建物をも

歩み寄りを促すことに苦労した。また、借り手が物件を確認する際、民間事業者と市も立ち会うことにしていた

ため、四者の日程調整に時間を要した。これらの問題を解消するため、貸し手と借り手が納得する、簡易な家賃

問（大竹大輔）：本市各地域で空き家状況の把握は自治会とどのように連携しているか？また、今後はどのように連携し

ていくか？

答(山下市長公室長):自治会によっては、転出される方に連絡先を伺い連絡がとれる体制を整えるなど、積極的

に空き家情報を把握されている自治会もあると伺っている。現在、市でも空き家の状況把握に努めているが、空

き家情報は、行政のみではなかなか掴みきれない。やはり、そこに住む地域の皆様が一番よく状況を把握してお

り、平成28年度から、建物が傾いたり、庭木が建物を覆いつくしているような管理不全でお困りの空き家がある

場合には、市へご連絡をいただいている。平成28年度は自治会や市民の皆さまなどからの連絡により、72件の空

き家の現地調査を実施しました。そして、必要に応じて自治会長にも事情をお伺いしながら、所有者に対し適正

管理の依頼をしている。


